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「クリーンバスケット，クリーン・ザ・ゲーム」の実現に向けた協力について（要請） 

 

 

 日頃から，広島県のバスケットボール競技の普及・発展に御尽力いただきありがとうございます。 

 さて，皆様ご存じのとおり，ＪＢＡでは「バスケットボールで日本を元気にします」の理念のもと，「イ

ンテグリティの精神（誠実さ，真摯さ，高潔さ）」に則り，人間力・指導力・組織力を高め，バスケット

ボールの価値を高めるための指針決定及び啓発活動に取り組んでおり，2019 年３月には「クリーンバス

ケット，クリーン・ザ・ゲーム」が発表されています。 

これは，「バスケットボールファミリー全員の協力によりバスケットの価値を高めること」及び「試合

に関わる選手，コーチ，審判全ての協力で試合の価値を高めること」を目指すもので，広島県内の各カテ

ゴリーにおいても，「クリーンバスケット，クリーン・ザ・ゲーム」の実現に向けて取り組んでいただい

ているところです。 

しかしながら，依然として県内大会において，チームのコーチ等が不適切な表現を用いて選手への指

示を行ったり，審判の判定に対して，試合中や試合後に継続的，もしくは大きなジェスチャーなどで異論

を表現したりする姿が散見されます。 

 こうした状況は，ルールから逸脱しているだけでなく，広島県のバスケットボールの価値を損うとと

もに，後進の育成にも悪影響を及ぼすことにつながるため，早急に改善が必要であると考えています。 

 ついては，改めて各チームの関係者に，「クリーンバスケット，クリーン・ザ・ゲーム」の趣旨及び別

添「プレーコーリングガイドライン（一部抜粋）」の内容の周知徹底が図られるよう，組織的な取組を実

施していただくようお願いいたします。 

 審判委員会といたしましても，ルールやプレーコーリングガイドラインに則り，正しく円滑にバスケ

ットボールのゲームが進められるよう，引き続き審判員の資質向上を図り「クリーンバスケット，クリー

ン・ザ・ゲーム」の実現に向けて取り組んで参ります。 

 今後とも，広島県のバスケットボールをより一層魅力あるものとするため，関係各所が緊密に連携し

て取り組んでいただくよう，御協力をお願いいたします。 



（一部抜粋） 

 


